
新
出

の

『
三
昧
聖
由
緒
書
』

『
大
和
国
三
昧
明
細
帳
』

に

つ
い
て

伊

藤

唯

真

昭
和
五
十
二
年
の
初
冬
、
筆
者
は
古
書
籍
即
売
会
で
古
記
録

二

冊
を
購
入
し
た
。
売
出
し
用
紙
片
に

「大
勧
進
史
料
」
と
書
か
れ

た
古
書
が
出
て
い
る
の
を
教
え
て
く
れ
た
の
は
同
僚

の
平
祐
史
教

授
で
あ
る
。
当
時
、
勧
進
史
料
の
蒐
集
に
努
め
て
い
た
筆
者
は
さ

っ
そ
く
会
場
の
近
鉄
百
貨
店
に
行
き
、
目
当
て
の
書
を
係
員
に
ガ

ラ
ス
ケ
ー
ス
か
ら
取
り
出
し
て
貰

っ
た
。
よ
く
み
る
と
勧
進
史
料

と
な
る
も
の
で
は
な
か

っ
た
が
、
東
大
寺
大
勧
進
職
の
龍
松
院
か

ら
奉
行
所

へ
差
し
出
し
た
三
昧
聖
の
由
緒
書
で
あ

っ
た
。
三
昧
聖

に
も
少
な
か
ら
ぬ
関
心
を
も

っ
て
い
た
筆
者
は
こ
れ
を
購
入
す
る

こ
と
を
心
に
決
め
、
な
お
も
こ
の
書
物
が
置
か
れ
て
い
た
辺
り
を

見
て
い
る
と
、
少
し
離
れ
た
と
こ
ろ
に
表
紙
の
欠
け
た
黒
ず
ん
だ

一
本
が
あ
り
、

「
三
昧
」

「開
山
行
基
菩
薩
」

「墓
郷
」

「聖
」

な
ど
の
丈
字
が
目
に
飛
び
こ
ん
で
き
た
。
大
和
国
の
三
昧
の
明
細

が
書
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
き
に
竹
田
聴
洲
教
授
の
還
暦
記

念
論
丈
集

『
日
本
宗
教
の
歴
史
と
民
俗
』
に
、

「
三
昧
聖
の
墓
地

開
創
伝
承
i

『
行
基
菩
薩
草
創
記
』
を
め
ぐ

っ
て
l

」
を
発

表
し
た
筆
者
と
し
て
は
見
逃
せ
な
い
記
録
で
あ
る
。
そ
こ
で
こ
れ

も
直
ち
に
購
入
す
る
こ
と
に
し
た
。

か
く
て
、
東
大
寺
大
勧
進
職
龍
松
院
が
管
掌
し
て
い
た
三
昧
聖

の
由
緒
お
よ
び
行
基
開
創
の
伝
承
を
も

つ
三
昧
に
つ
い
て
の
記
録

二
冊
が
わ
が
所
蔵
に
帰
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
本
格
的
な
研

究
を
進
め
な
い
ま
ま
に
折
に
ふ
れ
て
こ
れ
ら
の
冊
子
に
目
を
通
し

て
い
る
と
、
入
手
当
時
は
別
々
の
記
録
と
思

っ
て
い
た
両
冊
が
相

互
に
関
連
す
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
た
。

つ
ま
り

『
由
緒
書
』
に

「然

ル
ニ
今
般
三
昧
明
細
帳
、
自
聖
中
差
出
候
間
、
如
先
例
帳
面

御
奉
行
所
江
奉
差
上
候
」

「今
般
明
細
帳
当
院
江
為
差
出
候
儀
者

新
出

の

『
三
昧
聖
由
緒
書

』

『
大
和
国
三
昧
明
細
帳
』

に
つ
い
て

六

一



(
略
)
件
由
緒
帳
面
等
取
調
奉
差
上
候
L

な

ど

と

出
て
い
る
。

「
三
昧
明
細
帳
」

「帳
面
」

「明
細
帳
」
に
該
当
す
る
も
の
の

一

つ
が
、
こ
の
諸
所

の
三
昧

に
関
す
る
記
録
を
ま
と
め
た
表
紙
を
欠

い
た
冊
子
で
あ

っ
た
の
で
あ
る
。

『由
緒
書
』
の
末
尾
に
天
保
十

四
年
(
一
八
四
三
)
の
国
中
聖
惣
代
か
ら
龍
松
院

へ
の
書
き
上
げ
が

付
載
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
聖
惣
代
の
吉
備
村
心
楽
寺
理
行
、
粟

殿
村
極
楽
寺
庄
吉
は
表
紙
欠
の
三
昧
記
録
に
出
て
い
る
人
物
で
あ

り
、

書
上
げ

の
な
か
に

「種
々
巨
細
書
記
し
、

明
細
帳
奉
差
上

候
」
と
あ
る
明
細
帳
こ
そ
が
、
ま
さ
し
く
筆
者
入
手
の
三
昧
に
関

す
る
記
録
冊
子
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
て
き
た
。
従

っ
て
由
緒
書

と
三
昧
記
録

の
両
冊
は

一
具
の
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
し
、

『
由

緒
書
』
は
く
わ
し
く
云
え
ぽ

『
三
昧
聖
由
緒
書
』
で
あ
り
、
ま
た

三
昧
記
録
の
冊
子
は

『
大
和
国
三
昧
明
細
帳
』
と
名
づ
け
て
よ
い

こ
と
が
わ
か

っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の

『
三
昧
聖
由
緒
書
』

『
大
和
国
三
昧
明
細
帳
』
は
決
し
て

大
冊
と
は
い
え
な
い
が
、
近
世
の
三
昧
聖
の
研
究
に
と

っ
て
は
ま

こ
と
に
貴
重
な
内
容
を
も

っ
て
い
た
。
近
世
三
昧
聖
に
関
す
る
史

料
は
ご
く
僅
か
し
か
学
界
に
提
供
さ
れ
て
い
な
い
。
管
見
で
は
堀

一
郎
氏
が
紹
介
さ
れ
た
東
大
寺
系
三
昧
聖
関
係
丈
書

(『
我
が
国

民
間
信
仰
史
の
研
究
』

所
収
)
、

岡
本
良

一
・
内
田
九
州
男
氏
共

編

の

『道
頓
堀
非
人
関
係
丈
書
』
、

上
別
府
茂
氏
が
精
力
的
に
集

め
ら
れ
た
諸
史
料

(第
二
十
八
回
日
本
民
俗
学
会
年
会
研
究
発
表

六
二

資
料

「近
世
三
昧
聖
の
実
態
と
そ
の
特
質
」
、
大
谷
大
学
国
史
学
会

『
尋
源
』
三
十
号

「摂
州
三
昧
聖
の
研
究
」
)、
そ
の
他

『泉
州
郷

土
丈
化
資
料
』
誌
な
ど
若
干
の
地
方
誌

に
紹
介
さ
れ
て
い
る
だ
け

に
過
ぎ
な
い
。

そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
現
状
に
鑑
み
、
ま
ず
本
丈
を
提
供
し
て

学
界
の
自
由
な
研
究
に
資
す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

た
の
で
、
ま
ず
本
誌
の
紙
上
を
か
り
て
全
丈
を
紹
介
す
る
こ
と
に

し
た
わ
け
で
あ
る
。

二

『由
緒
書
』
は
全

一
冊
、
縦
三
十
二

・
五
糎
、
横

二
十
五
糎
の

袋
綴
二
十
二
丁
か
ら
な
り
、
こ
れ
に

「由
緒
書
」
と
題
さ
れ
た
内

表
紙
を
有
し
、
さ
ら
に
濃
茶
色
の
布
製
表
紙
を
つ
け
て
い
る
が
、

題
筌
は
な
く
、
裏
表
紙
は
破
損
し
て
い
る
。

内
容
は
、
弘
化
三
年

(
一
八
四
六
)

閏
五
月
十

一
日
に
東
大
寺

大
勧
進
職
龍
松
院
役
僧
海
音
院

・
放
光
院
か
ら
奈
良
奉
行
所

へ
差

出
さ
れ
た

「
口
上
書
覚
」
と
、
天
保
十

四
年

(
一
八
四
三
)
閏
九

月
に
大
和
国
聖
惣
代
理
行

(吉
備
村
心
楽
寺
)
弥
兵
衛

(新
木
村

万
福
寺
)
藤
兵
衛

(下
市
村
称
念
寺
)

庄
吉

(粟
殿
村
極
楽
寺
)

か
ら
本
山
役
所

(龍
松
院
)

へ
出
さ
れ
た

「乍
恐
以
書
附
奉
申
上

候
」
と
か
ら
な

っ
て
い
る
。
前
者
に
は

「書
顕
之
通
、
御
奉
行
所

江
由
緒
委
細
奉
書
上
候
、
為
後
鑑
写
之

、
此
度
聖
中
江
下
置
者
也
」



と
の
本
山
役
所
龍
松
院
か
ら

「
一
派
聖
中
」

へ
宛
て
た
書
き
添
え

が
あ
る
。

こ
の
添
書
に
よ
れ
ぽ
、
聖
惣
代
を
通
じ
大
和
国
配
下

の
各
三
昧

聖
に
由
緒
を
了
知
さ
す
べ
く
、
奉
行
所

へ
提
出
し
た
由
緒
書
の
写

し
が
下
付
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
お
そ
ら
く
諸
国
の
聖
惣

代

へ
も
由
緒
書
写
し
が
与
え
ら
れ
、
検
地
奉
行

へ
の
対
策
に
資
せ

ら
れ
た
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
上
別
府
茂
氏
に
よ
れ
ば
、
龍
松
院

の

支
配
権
は
、
十
八
世
紀
中
期
頃
は
五
畿
内
各
国
三
昧
聖
に
あ

っ
た

が
、
少
な
く
と
も
十
九
世
紀
中
期

に
至

っ
て
五
畿
内
お
よ
び
近
江

国
、
丹
波
国

へ
支
配
権
を
拡
大
し
た
と

い
う
が

(上
別
府
氏
前
掲

論
文
)
、

「
口
上
書
覚
」

の
冒
頭
に

「当
院
配
下
五
畿
内
聖
職
之

儀
者
云
々
」
と
あ
る
か
ら
、
こ
れ
が
書
か
れ
た
弘
化
三
年

(
一
八

四
六
)
は
ま
だ
五
畿
内
に
限
ら
れ
、
近
江
、
丹
波
両
国
は
配
下
に

な
か

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
両
国

へ
も
支
配
権
を
の
ぼ
し
た
の
は

少
な
く
と
も
弘
化
三
年
以
降

の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

「
口
上
書
覚
」
は
奈
良
奉
行
池
田
播
磨
守
に
差
出
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。最
初
に
聖
職
の
成
立
が
行
基
の
発
願
に
因
る
こ
と
か
ら
、

聖
法
師
は
行
基
、
志
阿
弥
の
法
孫
と
し
て
墓
寺
の
住
持
を
つ
と
め

る
こ
と
な
ど
を
主
張
し
、

つ
い
で
大
仏
殿
の
創
建
と
回
禄
、
復
興

の
歴
史
に
触
れ
、
い
ず
れ
の
場
合
に
も
五
畿
内
の
聖
法
師
が
勧
進

上
人
に
随
遂
し
、
落
慶
供
養
に
は
参
集
し
て
捻
香
拝
礼
を
勤
め
た

と
説
き
、
さ
ら
に
毎
年
の
年
頭

・
八
朔
に
は
五
畿
内

一
派

の
聖
は

本
山
の
龍
松
院

へ
、
ま
た
大
和
の
聖
惣
代
は
奈
良
奉
行
所

へ
そ
れ

ぞ
れ
御
礼
に
参
上
す
る
し
き
た
り
に
な

っ
て
い
る
こ
と
を
述
べ
て

い
る
。
つ
い
で
聖
が
諸
役
を
免
ぜ
ら
れ
て
連
綿
と
聖
業
を
勤
め
て

い
る
所
以
を
、
三
昧
除
地
の
由
緒
を
明
か
す
こ
と
に
よ

っ
て
公
権

か
ら
諸
役
御
免
を
許
さ
れ
た
事
実

の
列
挙
に
よ

っ
て
裏
づ
け
て
い

る
。
慶
長
十
年

(
一
六
〇
五
)

二
月
、
摂
河
泉
三
昧
聖
の
諸
役
免

許
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
、
延
宝
二
年

(
一
六
七
四
)
の
大
阪
奉
行

の
三
昧
除
地
の
取
調
べ
に
由
緒
書
を
提
出
し
た
こ
と
、
延
宝
六
年

(
一
六
七
八
)

の
和
州
検
地
奉
行
、
河
州
検
地
奉
行
、
泉
州
検
地

奉
行
の
調
べ
に
も
由
緒
に
因

っ
て
旧
例

の
通
り
免
除
に
な

っ
た
こ

と
、
宝
永
年
中

の
寺
社
改
め
に
際
し
、
龍
松
院
か
ら
三
昧
寺
号

・

由
緒
な
ど
を
書
き
上
げ
た
こ
と
、
寛
政

七
年

(
一
七
九
五
)
に
寺

社
奉
行

か
ら
の
由
緒
御
尋
ね
が
あ
り
、

天
保
十
四
年

(
一
八
四

三
)

に
も
大
阪
奉
行
所
、
伏
見
奉
行
所
、
二
条
奉
行
所
な
ど
か
ら

由
緒
に
つ
き
取
調
べ
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
古
記
先
例
を
調
べ
て
答

書
を
差
出
し
た
こ
と
な
ど
が
書
か
れ
て
い
る
。
そ
し
て
最
後
に
、

近
時
三
昧
聖
の
聖
職
が

乱
れ
て
い
る

の
で
、

由
緒
を

篤
と
教
示

し
、
開
祖
行
基
の
教
誠
と
公
儀
の
法
度

を
守
ら
す
必
要
が
あ
る
と

し
、
三
昧
除
地
の
儀
は
公
辺
の
差
配
に
従
い
、
法
務
の
面
で
は
龍

松
院
の
指
示
を
守
る
べ
く
、
由
緒
帳
面

な
ど
を
取
調
べ
て
奉
行
所

に
差
上
げ
る
も
の
で
あ
る
、
と
述
べ
て
い
る
。

「乍
恐
以
書
付
奉
申
上
候
」
は
、
主
と
し
て
新
三
昧
の
寺
号
の

新
出

の

『
三
昧
聖
由
緒
書

』

『
大
和
国
三
昧
明
細
帳
』
に

つ
い
て

六
三



こ
と
、
奈
良
奉
行

へ
の
年
頭

・
八
朔
御
礼
の
式
法
.
礼
禄
、
着
服

な
ど
の
こ
と
を
龍
松
院

へ
言
上
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ

ぽ
、
和
州
の
聖
が
往
古
よ
り
支
配
し
て
い
る
三
昧
は
寺
号
を
称
し

て
い
る
が
、
元
禄
十

一
年

(
一
六
九
八
)
の
帳
面
改
め
で
は
古
三

昧
か
ら
分
地
し
た
新
三
昧
に
は
寺
号
を
書
上
げ
な
か
っ
た
の
で
、

今
度
の
検
地
な
ど
の
帳
面
を
調
べ
、
委
細
に
書
き
記
し
た
。
新
三

昧
と
い

っ
て
も
こ
れ
は
延
宝
、
元
禄
の
検
地
以
前
か
ら
あ

っ
て
除

地
に
な
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
近
年
聖
が
中
絶
し
、
火
葬
な
ど

を
村
方
に
任
せ
て
い
る
所
も
あ
る
と
い
う
。
新
墓
の
出
現
や
三
昧

聖
の
解
体
な
ど
を
窺
う
点
で
示
唆
ぶ
か
い
記
述
で
あ
る
。
ま
た
奉

行
所

へ
の
年
頭
御
礼
は
正
月
八
日
、
八
朔
御
礼

は
七
日
二
十
八
日

に
行
な
わ
れ
、
紬
綿
入
十
徳
、
葛
の
袴
を
着
用
し
、
小
脇
差
で
罷

り
出
で
、
広
間
で
与
力
に
謁
し
、
礼
禄
金
百
疋
を
呈
上
し
た
こ
と

が
知
ら
れ
る
。
ま
た
新
奉
行
が
着
任
し
た
と
き
に
は
役
所

の
沙
汰

を
蒙
む
り
、
聖
総
代
が
冥
伽
金
百
疋
を
献
上
し
、
大
広
間
に
着
座

し
て
祝
儀
を
言
上
し
た
。

こ
れ
ら
は

三
昧
聖
の
奉
行
所
で
の
祝

儀
言
上
の
礼
式
や
、
ま
た
三
昧
聖
の
地
位
そ
の
も
の
を
示
し
て
い

て
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。

本
書

の
原
題
は
内
扉
で
は

「由
緒
書
」
と
な

っ
て
い
る
が
、
本

丈

の
紹
介
に
当

っ
て
は
、
そ
の
内
容
に
基
ず
き
私
に

『
三
昧
聖
由

緒
書
』
と
題
し
た
。

三

六
四

表
紙
を
欠
き
、
書
名
を
逸
し
て
い
る
が
、
仮
り
に

『大
和
国
三

昧
明
細
帳
』

と

題
し
た
い
ま

一
つ
の
冊
子
は
、

縦
二
十
七

・
五

糎
、
横
十
九

・
五
糎
の
袋
綴
八
十
四
丁
か
ら
な

っ
て
い
て
、
大
和

国
の
三
昧
四
十
九
か
所

の
明
細
が
書
き
留
め
ら
れ
て
い
る
。
表
紙

を
欠
い
て
い
る
か
ら
逸
失
部
分
が
ど
れ
だ
け
か
わ
か
ら
な
い
と
思

わ
れ
よ
う
が
、
冒
頭
部
分
が
国
中
聖
惣
代
の
理
行
が
い
る
吉
備
村

心
楽
寺
に
な

っ
て
い
る
か
ら
、
本
文

の
欠
損
部
分
は
な
い
と
い
っ

て
よ
い
。
そ
の
成
立
年
時
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
が
、
さ
き
に
述

べ
た
よ
う
に

『
三
昧
聖
由
緒
書
』
と
同
時
期
の
も
の
で
あ
る
。
つ

ま
り
天
保
十
四
年

(
一
八
四
三
)
か
ら
弘
化
三
年

(
一
八
四
六
)

の
間
に
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
と
い
え

よ
う
。
こ
の
明
細
帳
に
は
古

三
昧
か
ら
分
れ
た
新
三
昧
も
書
き
上
げ
ら
れ
て
い
る
が
、

『
三
昧

聖
由
緒
書
』
に
あ
る
天
保
十
四
年
閏
九
月
の

「乍
恐
以
書
附
奉
申

上
候
」
に

「古
三
昧
之
御
分
地
新
三
昧
之
儀
者
、
寺
号
奉
書
上
候

芟
共
失
念
仕
候
故
、
今
般
御
検
地
等
之
帳
面
相
調
、
委
細

二
書
記

し
奉
差
上
候
」
と
書
か
れ
て
い
る
こ
と
に
徴
し
て
も
、
こ
の

『
大

和
国
三
昧
明
細
帳
』
が
天
保
末
年
に
各
三
昧
か
ら
の
書
き
上
げ
を

ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の

『
明
細
帳
』

の
記
載
様
式
は

一
定
し
て
お
り
、
は
じ
め
に

三
昧
所
在
地
の
領
主
名
、
郡
村
名
、
寺
号
を
掲
げ
、
つ
い
で
以
下



O
赦
免
除
地
の
地
目
と

そ

の
開
基
者
、
⇔

三
昧
内
の
施
設

(名

称
、
規
模
、
方
位
な
ど
)
、

⇔
除
地
面
の
坪
数
、

㈲
墓
郷
、
㊨
三

昧
聖
、
聖
屋
敷
な
ど
の
順
序
で
書
き
上
げ
て
あ
る
。
こ
の

『
明
細

帳
』
で
は
最
後
の
聖
の
名
の
下
に
黒
印
が
押
し
て
あ
る
場
合
が
多

い
。

『明
細
帳
』
そ
の
も
の
の
筆
跡
は
ご
く

一
部

(高
市
郡
小
泉

堂
村
三
昧
、

部
方
山
接
迎
寺
の
分
)

を
除

い
て
同

一
で
あ
る
か

ら
、
恐
ら
く
各
三
昧
か
ら
差
出
さ
れ
た
明
細
を
も
と
に
、
あ
ら
た

め
て
書
き
直
し
て
冊
子
に
仕
上
げ
た
の
ち
、
三
昧
聖
に
確
認
さ
せ

な
が
ら
押
印
さ
せ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の

『
大
和
国
三
昧
明
細

帳
』
が
本
山
龍
松
院
の
も
の
か
、
あ
る
い
は
大
和
国
聖
惣
代

の
も

と
に
あ

っ
た
も
の
か
、
い
ま

一
つ
不
明
の
点
が
あ
る
が
、

い
ず
れ

に
せ
よ
原
本
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
確
か
で
あ
る
。

龍
松
院
配
下
の
諸
国
三
昧
明
細
帳
に
つ
い
て
は
、
和
泉
国
三
昧

聖
文
書
に
弘
化
二
年

(
一
八
四
五
)

の

『庵
室
三
昧
明
細
帳
』
の

あ
る
こ
と
が
上
別
府
氏
に
よ

っ
て
報
じ
ら
れ
て
い
る
が
、

一
国
単

位
の
三
昧
明
細
帳
の
全
容
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
こ
の

『大
和

国
三
昧
明
細
帳
』
の
存
在
は
き
わ
め
て
貴
重
で
あ
る
と
い
わ
ざ
る

を
え
な
い
。

『
大
和
国
三
昧
明
細
帳
』
を
縦
覧
す
る
と
、
三
昧

の

所
在
地
が
十
市
、
高
市
、
平
群
、
広
瀬
、
城
上
、
山
辺
、
忍
海
、
葛

上
、
葛
下
、
吉
野
、
宇
智
の
十
二
郡

に
わ
た
っ
て
い
る
が
、
添
上
、

添
下
、

宇
陀
の

三
郡

に
つ
い
て
は
記
載
が
な
い
の
に
す
ぐ
気
づ

く
。

こ
れ
ら
東
北
部
の
三
郡

に
つ
い
て
は
別
に

『明
細
帳
』
が
存

在
し
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
よ
う
。
大
和
国
は
南
北
二
組
に
組
織

さ
れ
て
い
た
が
、
こ
の
冊
子
に
従
え
ば
、
こ
こ
に
記
載
が
な
い
の

は
大
和
東
北
部

の
ご
く

一
部
で
あ
る
か
ら
、
ま
だ
地
域
的
に
截
然

と
南
北

の
二
組
に
別
れ
た
も
の
で
な
か

っ
た
よ
う
で
あ
る
。

『
三

昧
由
緒
書
』
の

「乍
恐
以
書
付
奉
申
上
候
」
は

「国
中
聖
惣
代
吉

備
村
心
楽
寺
理
行
、
新
木
村
万
福
寺
弥
兵
衛
、
下
市
村
称
念
寺
藤

兵
衛
、
粟
殿
村
極
楽
寺
庄
吉
か
ら
連
名

で
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

が
、
こ
の
う
ち
心
楽
寺
理
行
と
極
楽
寺
庄
吉
と
は
『
三
昧
明
細
帳
』

に
出
て
く
る
。
し
か
し
万
福
寺
弥
兵
衛
、
称
念
寺
藤
兵
衛
は
見
当

ら
な
い
。
こ
の
二
人
は
大
和
東
北
部
三
郡

の

『
三
昧
帳
』
に
出
る

筈
の
も
の
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
大
和

一
国
の
三
昧
は
す
で
に
二
組

に
分
か
れ
て
龍
松
院
の
支
配
下
に
あ

っ
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。

さ
て
、
行
基
開
創
伝
承
を
も
つ
三
昧

は
寺
庵
の
有
無
に
か
か
わ

ら
ず
、
い
ず
れ
も
寺
号
を
有
し
た
が
、

こ
の
冊
子
に
は
四
十
九
ケ

寺
、
墓
地
と
し
て
は
五
十
三
ケ
所
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
種

の

『
三
昧
明
細
帳
』
は
、
行
基
開
創
を
伝
え
る
墓
地
と
そ
の
寺
号

の
総
覧
で
も
あ
る
。
三
昧
の
な
か
に
墓
寺
が
あ
る
例
も
み
ら
れ
る

が
、
三
昧
の
寺
号
と
こ
の
墓
寺
の
寺
号
と
は
別
で
あ

っ
た
。
た
と

え
ば
城
上
郡
北
別
所
村
の
三
昧
は
浄
念
寺
の
寺
号
を
も

っ
て
い
た

が
、
こ
の
三
昧
除
地
内
に
あ
る
墓
寺
は
称
念
寺
と
称
し
た
。
ま
た

山
辺
郡
匂
田
村
三
昧
願
光
寺
に

も

善
福
寺
と
い
う

墓
寺
が

あ

っ

た
。
宇
智
郡
異
安
寺
村
の
三
昧
西
正
寺

に
は
善
導
寺
と
い
う
寺
が

新
出

の

『
三
昧
聖
由
緒
書
』

『
大
和
国
三
昧
明
細
帳
』

に
つ
い
て

六
五



六
六

あ

っ
た
。
墓
寺
と
よ
ぽ
れ
て
い
る
も
の
の
存
在
形
態
が
如
実
に
示

さ
れ
て
い
る
。

三
昧
内

の
施
設
と
し
て
は
火
葬
場

(
ま
た
は
焼
穴
)
、

阿
弥
陀

堂

・
地
蔵
堂

・
観
音
堂

・
行
基
堂
な
ど
の
仏
堂
、
無
常
堂

・
焼
香

堂

・
礼
場
引
導
場
な
ど

の
建
物
、
蓮
華
石

・
迎
地
蔵

・
来
迎
仏

・

六
地
蔵
な
ど
の
石
造
施
設
が
普
遍
的
で
あ
る
。
行
基
堂
や
行
基
石

塔
が
あ
る
三
昧
は
墓
地
開
創
伝
承
上
か
ら
も
注
目
さ
れ
る
。
ま
た
、

よ
く
わ
か
ら
な
い
が
、
鳥
木
も
墓
地
内
に
よ
く
み
ら
れ
る
施
設
で

あ
る
。
埋
墓
に
つ
い
て
の
記
述
も
見
逃
せ
な
い
。
十
市
郡
吉
備
村

三
昧
心
楽
寺
は
大
規
模
墓
地
に
属
す
る
が
、
こ
こ
で
は
道
よ
り
西

に

「小
児
埋
墓
」
が
ニ
ケ
所
あ

っ
た
。
ま
た
当
麻

二
上
山
三
昧
雲

分
寺
に
は
二
十
九
間
四
方

の
三
昧
除
地
面
、
四
十

一
間
四
方

の
聖

屋
舗
と
と
も
に
二
十
四
間
四
方

の

「埋
墓
」
が
あ

っ
た
。

三
昧
の
除
地
面
を
明
確

に
す
る
こ
と
は

『
三
昧
明
細
帳
』
作
成

の
主
要
目
的
で
あ

っ
た
か
ら
、

こ
れ
に
関
す
る
記
述
は
正
確
が
期

せ
ら
れ
、

東
西
南
北
の
間
数

ま
た
は
坪
数
反
畝
で
示
さ
れ
て
い

る
。
た
だ
し
聖
屋
舗
は
年
貢
地
で
あ

っ
た
。
葛
下
郡
猶
原
村
明
堂

寺
三
昧
に
は

「行
基
田
」
七
百
六
十
五
坪
が
あ
り
、
こ
れ
も
ま
た

除
地
で
あ

っ
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
の

『
大
和
国
三
昧
明
細
帳
』
で
注
目
さ
れ
る
の
は

「墓
郷
」

の
記
述
で
あ
る
。

墓
郷
と
は

入
会
墓
が

共
通
で
あ
る

村
郷
を
い

う
。

墓
郷
と
い
う

名
称
は
大
和
で
は
今
日
も
用
い
ら
れ
、

「墓

子
L

な
ど
と
書
か
れ
、

ま
た
人
び
と
も

そ
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
。
惣
墓
で
は
入
会
う
村
の
こ
と
が
重
要

で
あ
る
が
、
こ
の
墓
郷

の
明
記
は
大
和
の
惣
墓
研
究
に
と

っ
て
非
常

に
有
難
い
。
大
和
の

墓
郷
は
二
十
ニ
ケ
村
を
最
高
に
、
十
ケ
村
以
上
が
三
十
七
パ
ー
セ

ソ
ト
も
あ
り
、
平
均
は
約
七
ケ
村
で
あ
る
。

次
に
各
三
昧
の
聖
軒
数
は

三
昧
の

大
き
さ

に
比
例
し
て
い
る

が
、
葛
下
郡
寺

口
村
三
昧
常
願
寺
の
二
十
二
軒
を
最
大
と
し
、
平

均
で
は
五
軒
弱
で
あ
る
。
三
昧
に
よ

っ
て
は
他
村
三
昧
聖
の
兼
帯

と
な

っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
三
昧
聖
の
う
ち
、
法
師
形
の
も

の
は
阿
弥
号
を
も

っ
て
い
た
と
い
わ
れ

る
が

(
上
別
府
氏
前
掲
論

文
)
、

こ
の

『
三
昧
帳
』
で
は
阿
弥
号
を
も
つ
も
の
は
皆
無
で
あ

り
、
三
昧
聖
の
す
べ
て
は
俗
形
で
あ

っ
た
よ
う
で
あ
る
。

最
後
に
、
こ
の
冊
子
を
縦
覧
し
た
と

こ
ろ
を
、
三
昧
寺
号
、
三

昧
所
在
地
、
除
地
面
積
、
墓
郷
規
模
、
聖
軒
数
の
五
項
に
整
理
し

て
、
帳
面
の
記
載
順
に
表
示
し
て
お
き
た
い
。

墨

二
昧
寺
号

所

在

些

除
地
面
積

冨

郷
堊
覈

・
下

楽
寺

丁
市
郡
吉
備
村
三

千
八
亘
一亜

+
八
ケ
旦

2
可
安
寺
下
市
郡
霈

村
纛

纛

駻

)
一
+
ケ
晝

m

雲
分
寺

七
軒

四
軒

ゴ
.二
昧
東
西

二
十

八
間
半
南
北

十

十
市
郡
飯
高
村

九
間
、

聖
屋

舗

東
西

二
十
九
間

南
北

二
十
七
間

八
ケ
村

三
軒



⊥

念
仏
寺

十
市
郡
葛
本
村

ヂ

　
　
　
　
ロ

(内
寺
屋
敷

二

百
八
十
坪

)

極
楽
寺

高
市
郡
橘
村

十
四

ケ
村

5

購

庄
嫺
二
尺

6
壽

.蕪

)百

市
郡
立
部
村

八
+
六
間
四
互

7
[(時
号
無
言

市
郡
上
居
村

五
+
五
間
四
互

十
四
軒

平
田
村

聖
の
兼

帯

8
頁

国
寺

晴

郡
南
八
木

六
百
六
+
1

一ニ
ケ
村
一
一
軒

9
=

心
寺

蘓

市
郡
南
平
遇

+
四
間
四
互

0　

六
ケ
村

二
軒

夏

楽
立

備

郡
曽
我
部
配
升
五
間
五
尺
一
五
ケ
村
一

　　12

五
軒

τ

品
立

橢
市
郡
市
之
上
㎜加
+
六
間
半
四

M　-
-
　

明
楽
寺

西
福
寺

丑

西
方
寺

高
市
郡
丹
生
谷

村

三
昧
三
十
間

四

方
、
聖
屋

舗
八

r間

四
防

+
四
ケ
村
τ

軒

二
劃

コ

軒

高
市
郡
吉
井
村
下

五
間
四
方

十

一
ヶ
村

一
軒

高
市
郡
常
門
彑

覊

于

壷

七
ケ
村
=

軒

15

善
導
立

高
市
郡
見
瀬
村

里

安
土
寺

薜
群
郡
久
保
田

丑

肇

寺
広
瀬
郡
広
瀬
村

　　1920

極
楽
寺

広
瀬
郡
赤
部
村

常
国
圭

城
上
郡
八
尾
村

明
見
寺

城
下
郡
岩
見
村

轆

髯

軌
鬮
一
六
ケ
村
τ

軒

一
三
千
八
百
八
十

六
坪

七
ケ
村

十
八
軒

東
西
六
十
三
間

南
北
五
十
間

六
ケ
村

二
鼾
吾

六
+

薛
塑

尺
二

辭

航
間
二
尺

五

ケ
村

八
ケ
村

ニ
ケ
村

六
軒

二
軒

七
軒

一
軒

彑

西
蓮
寺

一梺

郡
八
田
彑

一
ケ
村
τ

軒

2223

一
萋

立

梺

郡
平
田
村
三
百
三
+
一亜

+
ケ
村
[

下

念
弖

梺

郡
岩
田
亙

四
百
二
+
坪

五
ケ
彑

十
軒

二
軒

塾

西
生
寺

蹶
上
郡
慈
恩
寺
丁
手
九
早

坪

四
ケ
彑

一
軒

25

極
楽
寺

城
上
郡
護

彑

+
六
坪
二
杢

±

ケ
村
}
二
軒

26

西
方
立

城
上
郡
初
瀬
村

三
ケ
村

二
軒

里

西
方
寺

纒

郡
滝
之
倉
千

五

十

坪

六
ケ
村
冖

誓

蓁
寺
董

郡
白
木
村
千

三

百

五

坪

一
町

八
反
九
畝

一

十
歩

ニ
ケ
村

290m　M

一
浄
念
垂

楓
上
郡
北
別
所

一
軒

+
ケ
村
F
陰

(寺
号
無

　

)
城
下
郡
遠
田
村

(檀

、
記
載
)

ニ
ケ
村
黠

黼

一
常
念
寺

山
辺
郡
霑

村
下

五
間
四
方

四
ケ
村
「
一
軒

32Mm

頁
光
圭

山
辺
郡
匂
田
村
纛
摸

欲

鬮

百

墓
立

山
辺
郡
吉

村

二

千

34

百

坪

法
生
寺

35

八
十
三
間
五
尺

山
辺
郡
中
山
村

厂四
方

(時
号
無
)
山
辺
郡
長
栖
村

二

百

十

坪

十
六
ケ
村

十
六
軒

八

ケ
村

一
軒

十

ケ
村

八
軒

36

正
念
寺

忍
海
郡
平
岡
村

(記
載

無

し
)
十
六
ケ
村

十
八
軒

37　c　

国
安
寺

浄
安
寺

蔦
上
郡
東
膳
村

葛
上
郡
柏
原
村

三
甚
蠅
尺

一

町

四

方

五

ケ
村

五

ケ
村

一
軒

一
軒

新
出

の

『
三
昧
聖
由
緒
書
』

『
大
和
国
三
昧
明
細
帳

』
に

つ
い
て

六
七



六
八

里

肇

寺

躔

郡
極
楽
寺
癖

二
百
六
+
三
+
二
塑

十
軒

旦

往
生
寺

葛
下
郡
下
田
村
τ

百
二
+
四
坪

全

明
等

㎜葛
下
郡
猶
原
村

42

西
蓮
寺

葛
下
郡
高
田
村

二

十

間

四

方

夷
西
四
+
四
間

四
尺
余
、
三
十

一
一間
五
尺
余

南

北
十
三
間
半

十
八
間

一
尺
ニ

ド

一
ケ
村

一

一
軒

43

長
願
寺

五

ケ
村

五

ケ
村

44

接
迎
寺

,葛
下
郡
池
嚼

ト
+
九
間
四
刺
「-劃

皇

九
軒

二
軒

橢
市
郡
小
疉

肅
酖
#

魍

七
劃

墅

雰

寺
譁

哩

麻
村

二
+
九
囲

方
}±

ケ
村

六
軒

二
軒

七
軒

4647484950

夏

弖

葛
下
誕

之
村
三
+
間
四
互

常
願
陸

葛
下
郡
寺
・
村
蕀

栖
寝

噸

一
ケ
村
τ

軒

四
ケ
村
三
+
靴

本
清
寺

;
・野
郡
上
市
村
「
四

畝

七

杢

四

ケ
村

五
軒

陬
清
寺
;
・野
郡
志
賀
村
毎
肇
認
巍

「
七
ケ
村
τ

軒

西
方
立

宇
智
郡
源
山
村

冖
二
+
間
,四
方

三
ケ
村

二
軒

51

水
無
寺

宇
智
郡
須
恵
村

52

尾
崎
寺

轆

什
駐
-黼

二
～

二軒

畴

郡
菱
保
蕀
袖
+
」
壷

二
軒

53
厨

正
寺

繊
髏

茎

(委

参
照
)
=

一ケ
村
「
二
軒



口

三
昧
聖
由
緒
書

(天
保
十
三
)

去
ル
壬
寅
年
従
公
儀
、

東
大
寺
大
勧
進
龍
松
院
江
三
昧
聖
由
緒
就

御
尋
、
古
記
等
取
調
御
答
申
上
候
、

然
ル
ニ
今
般
三
昧
明
細
帳
、

自
聖
中
差
出
候
間
、
如
先
例
帳
面
御
奉
行
所
江
奉
差
上
候
、
依
之

由
緒
之
条
再
応
御
答
申
上
候
、

口
上
書
覚

一
、
当
院
配
下
五
畿
内
聖
職
之
儀
者
、
東
大
寺
大
勧
進
始
祖
行
基

大
僧
正
依
発
願
、
人
王
四
十
五
代
聖
武
天
皇
蒙
勅
、
天
下
田

畑
之
廣
狭
を
定
、
田
畑
之
歩
数
分
、
米
穀
之
斗
舛
量
、
四
民

日
用
之
飲
食
箸
服
を
分
、
随
而
是
異
す
、
亦
其
至
ル
所

二
橋
を

造
、
堤
を
築
、
留
止
之
所

二
四
十
九
院
等
之
道
場
を
建
、
其

傍

一二
二
昧
之
地
を
定
、
泉
州
大
鳥
郡
家
原
寺
之
傍

二
安
国
寺
、

城
州
鳥
部
山
延
年
寺
等
之
三
昧
を
始
、
所

く
二
葬
所
を
取
建

有
之
候
、
往
古
者
本
朝

二
火
葬
之
法
無
之
、

水
葬
土
葬
等

二

而
、
住
居
之
地
二
埋
、
或
者
骸
を
山
林
曠
野

二
捨
、

禽
獣
之

た
め

二
君
父
之
遺
骸
を
令
辱
、
加
之
年
貢
調
進
之
地
所
を
塞
、

国
益
之
費
等
不
少
、
依
之
諸
人
之
死
骸
を

一
所

二
蔵
候
地
を

定
被
置
候
処
、
上
下
其
便
宜
を
慕
、

一
国

二
五
ケ
所
、
或
者

弐
拾
五
ケ
所
と
致
分
派
、
凡
畿
内

三
二
百
有
余
ケ
所
と
相
成
、

其
地

二
各
寺
を
建
、
墓
寺
と
称
し
、
或
者
是
を
御
坊
と
唱
、行

基
之
弟
子
四
百
余
人
之
聖
法
師
を
令
住
持
、
亡
者
之
追
善
を

新
出

の

『
三
昧
聖
由
緒
書

』

『
大
和
国
三
昧
明
細
帳
』

に
つ
い
て

営
、
貴
賤
之
墳
墓
を
吊
之
行
法
を
定
被
置
候
、
依
之
三
昧
之

地
者
、
従
往
古
被
免
諸
役
、
子
く
孫
く
護
持
仕
来
候
者

二
而
、

行
基
志
阿
弥
等
之
法
孫

二
相
違
無
御
座
候
、

然

二
天
平
十
三

辛
巳
年
聖
武
天
皇
大
仏
殿
建
立
之
依
叡
願
、

行
基
菩
薩
大
勧

進
之
蒙
勅
命
を
、
国
く
聖
法
師
を
令
随
遂
、
天
下
を
勧
進
し
、

殿
堂
悉
成
就
し
、
開
眼
堂
供
養
之
節
、
依
其
勤
功
、
大
會
之

砌
令
参
集
候
、其
後
四
百
三
十
餘
年
を
経
而
、
人
王
八
十
代
高

倉
院
之
御
宇
治
承
四
年
十
二
月
廿
八
日
、
平
中
将
重
衡
之
罹

兵
火
、
回
祿
仕
、
同
五
年
二
月
十

六
日
、
大
佛
殿
堂
為
再
興

之
、
後
白
河
帝
依
勅
、
将
軍
頼
朝
卿
外
護
、
法
然
坊
源
空
上

人
可
被
為
大
勧
進
之
旨
、
右
大
辨
行
隆
朝
臣
を
以
勅
定
を
被

下
之
処
、
弘
法
之
暇
無
之
を
以
固
辞
依
被
申
、
重
而
徒
弟
之

内
器
量
之
仁
を
可
令
撰
挙
之
旨
被
仰
下
依
、
門
人
俊
乗
坊
重

源
上
人
を
以
遂
大
勧
進
之
職
被
補
、
三
月
三
日
大
佛
殿
有
事

始
、
奉
行
前
左
少
辨
行
隆
朝
臣
、
幹
事
栄
西
禅
師
、
西
行
法

師
、
佐
々
木
四
郎
高
綱
を
始
、
五
畿
内
聖
法
師
如
舊
例
令
随

遂
、
天
下
を
勧
進
シ
、
丈
治
元
年

八
月
廿
七
日
、
後
白
河
法

皇
御
幸
、
公
卿
殿
上
人
被
為
供
奉
、
伊
豫
守
源
朝
臣
義
経
卿

外
護
、
舎
那
佛
開
眼
唱
導
師
東
大
寺
沙
門

定
遍
僧

正
、

咒

願
師
興
福
寺
権
僧
正
信
円
、
講
師
大
僧
都
覚
憲
、
衆
僧
沙
弥

達

一
万
人
余
、
此
中

二
五
畿
内
聖
法
師

一
派

一
百
人
令
参
集

候
、
亦
十

一
ケ
年
を
経
而
建
久
六
年
三
月
十

一
日
、
右
幕
下

六
九



七
〇

頼
朝
卿
上
洛
、
後
鳥
羽
院
行
幸
被
為
、
百
官
供
奉
、
同
十
二

日
、
供
養
導
師
大
僧
都
覚
憲
、
咒
願
師
勝
憲
僧
都
、
五
畿
内

聖
等
如
先
例
、
法
會
之
砌
令
参
集
候
、
猶
亦
其
後
三
百
七
十

三
年
を
経
而
、
人
王
百
七
代
正
親
町
院
御
宇
永
禄
十
年
十
月

十
日
、
松
永
弾
正
忠
久
秀
之
羅
兵
火

二
回
祿
、
其
後
百
十
九

年
を
経
而
、
龍
松
院
公
慶
上
人
、
貞
享

二
年
蒙
勅
許

・
台
命
、

増
上
寺
顕
誉
大
僧
正
依
荷
担
、
諸
国
勧
進
、
如
古
格
五
畿
内

聖
令
随
遂
、
殿
堂
伽
藍
宝
永
度

二
至
而
御
皆
造
大
會
之
砌
、

如
舊
例
令
参
集
候
、
則
捻
香
拝
礼
等
為
相
勤
申
候
、
猶
又
毎

年
五
畿
内

一
派
之
聖
、
年
頭

・
八
朔
共
登
山
仕
候
、
中

二
茂

和
州

一
国
之
聖
惣
代
を
以
、
奈
良
御
奉
行
所
江
年
頭

・
八
朔

御
禮
申
上
候
、

但
墓
所
を
三
昧
と
相
唱
候
儀
、
是
者
梵
語

二
而
禅
定
入
定
、

或
者
本
覚
、
亦
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
等
之
儀

二
御
座
候
、

然

二
諸
人
之
墓
所
を
佛
智
本
覚
之
地
杯
と
勝
れ
た
る
称
号

有
之
儀
、
不
審
相
聞
候
得
共
、
三
昧
之
儀
者
佛
心
を
悟
る

根
本

二
而
不
及
凡
慮
處

二
、

唯
佛
説
之
貴
き

奥
儀
を
申
而

已
二
御
座
候
、

惣
躰
有
情
之
身
者
地
水
火
風
之
四
大
假
令

之
者

二
而
、

本
来
不
生
不
滅
之
空

二
宿
、
世
間
之
木
火
土

(
マ
マ
)

金
水
を
以
保
誉
し
、
臨
命
終
其
身
を
地
水
火
風
空
之
本
地

二
帰
す
、
是
則
法
身
之
入
定
也
、
爰
を
以
墓
所
之
称
号
を

三
昧
と
申
唱
候
、

且
又
聖
有
髪

二
候
て
田
畑
致
所
持
、
農

業
相
兼
候
得
者
、御
坊
聖
抔
と
は
難
申
姿

二
候
得
共
、
彼
等

一
派
之
濫
觴
者
、
三
昧
草
創
之

砌
聖
武
天
皇
勅
而
、
臣
家

(二
脱
力
)

四
百
人
を
行
基
菩
薩
給
ふ
、
自

か
ら
僧
躰
、
或
者
優
婆
塞

二
而
、

佛
智
三
昧
之
授
附
属
、
亡
者
追
善
執
行
、
聖
武
天

皇
叡
感
不
浅
、
依
勅
聖
之
称
号
給
ふ
、
其
後
年
暦
相
重
、

文
治
元
年
八
月
廿
七
日
、
舎
那
佛
開
眼
之
砌
、後
白
河
法
皇

聖
之
姿
を
被
為
叡
覧
在
御
製
、
和
歌
日
、
優
婆
塞
の
見
れ

ハ
沙
門
の
形
た
り
、
い
か
な
る
家
の
誰
人
の
子
そ
、
右
之

尊
詠
を
下
し
給
ふ
も
、

落
髪
有
髪

二
而
僧
躰
相
交
候
故
、

為
規
模
之
旨
被
命
候
、
勅
答

二
而
御
座
候
、

尤
中
古
汐
農

業
乍
相
兼
、
舊
例
之
掟
相
守
者
共

二
候
得
者
、

公
儀

二
茂

被
為
深
感
、
子
々
孫
々
被
免
諸
役
、
連
綿
と
聖
業
相
勤
候
、

依
之
慶
長
十
年
二
月
片
桐
東
市
正
殿
被
為
先
例
調
、
諸
役

免
許
之
折
紙
を
摂
河
泉
江
被
遣
、
右
家
臣
田
村
助
右
衛
門

之
書
翰
等
依
有
之
、
小
出
将
之
輔
殿
被
成
墨
附
を
、
其
後

元
和
五
年
十
二
月
五
日
、
松
平
周
防
守
殿
以
来
続
而
泉
州

岸
和
田
領
主
岡
部
美
濃
守
殿
、
従
先
代
当
代
迄
墨
附
致
頂

戴
候
、
猶
亦
延
宝
二
甲
寅
年
、

大
阪
御
奉
行
彦
坂
壱
岐
守

殿

・
石
丸
石
見
守
殿
三
昧
除
地
御
調

二
付
、
由
緒
為
差
出

申
候
、
同
六
午
年
四
月
、
和
州
検
地
御
奉
行
本
多
中
務
大

輔
殿
、
吉
野
郡
南
国
栖
村
本
陣

二
而
由
緒
被
為
調
、

江
戸

表
御
勘
定
所
江
御
達

二
相
成
、

諸
事
舊
例
之
通
被
成
御
免



除
、
又
河
州
検
地
御
奉
行
本
多
出
雲
守
殿

・
同
本
多
兵
部

少
輔
殿
、

国
中
三
昧
除
地
由
緒
之

一
件

ハ
上
郡
小
寺
村

二

而
被
為
調
、
江
戸
表
御
窺
之
上
、
先
規
之
通
被
成
御
免
除

候
、
又
同
午
年
泉
州
検
地
御
奉
行
岡
部
内
膳
正
殿
、
摂
茘

検
地
御
奉
行
青
山
大
膳
亮
殿
御
調
之
節
、

和
州
河
州

二
而

被
為
調
候

一
件
奉
申
上
候
得
者
、

直

二
御
勘
定
所
江
御
窺

之
上
舊
例
之
通
被
成
御
免
除
候
、
其
後
宝
永
年
中
松
平
玄

蕃
頭
殿
寺
社
御
改
之
節
、
三
昧
寺
号
由
緒
等
為
書
上
候
、

亦
享
保
七
寅
年
、
聖
年
貢
之
儀

二
付
、
従
御
料
御
代
官
所

先
規

二
無
之
儀
被
申
付
候
間
、
大
阪
奉
行
北
条
安
房
守
殿
・

同
鈴
木
飛
騨
守
殿
歎
訴
仕
候
處
、是
亦
江
戸
表
御
窺
之
上
、

先
例
之
通
致
上
納
候
様
被
仰
渡
候
、
又
寛
政
七
卯
年
八
月
、

寺
社
御
奉
行
松
平
右
京
亮
殿
、

当
院
役
僧
召
出

二
而
由
緒

御
尋
之
節
も
、
先
例
取
調
御
答
申
上
候
、
然

二
天
保
十
四

卯
年
九
月
、
大
阪
御
奉
行
水
野
若
狭
守
殿

・
同
久
須
美
佐

渡
守
殿
由
緒
之

一
件
御
尋

二
付
、
古
記
取
調
御
答
申
上
候
、

同
年
伏
見
御
奉
行
内
藤
豊
後
守
殿
、
二
条
御
奉
行
、
同
事

二
聖
共
召
出

二
而
被
為
調
候
間
、

御
答
書
為
差
出
候
、
奈

良
御
奉
行
池
田
播
磨
守
殿
江
者
當
院
汐
書
上
申
候
、

右
件

之
由
緒
大
概
奉
申
上
候
、

今
般
明
細
帳
当
院
江
為
差
出
候
儀
者
、
彼
等
始
祖
草
創
以
来
年

(狎

力
)

霜
相
重
候
得
者
、
人
気
區

く
二
而
薄
情

二
押
移
、
君
父
を
蔵
し
、

新
出

の

『
三
昧
聖
由
緒
書
』

『
大
和
国
三
昧
明
細
帳
』

に
つ
い
て

九
族
之
墓
所
を
穢
所
抔
と
申
習
し
、

剰
先
祖
之
墳
墓
を
荒
地
同

様

二
心
得
、

加
之
父
母
之
遺
骸
非
人
躰
之
者
二
荼
毘
為
致
、
第

一
孝
道
之
本
意
を
失
ひ
、
佛
慮
之
聖
自
然
蔑

二
相
成
、

己
来
歎

ケ
敷
次
第

二
付
、
此
度
彼
等
由
緒
之
条
篤
と
致
教
余
、
如
先
規
、

正
敷
開
祖
之
教
誠
二
随
、
別
而
公
儀
之
御
法
度
相
守
、
葬
式
営

之
節
者
、
宗
門
引
導
僧
と
立
會
、
御
掟
之
通
可
致
勤
行
之
由
申

達
候
、
将
亦
三
昧
除
地
大
切
之
儀
者
不
及
申
、
先
例
為
相
守
、

何
事
茂
如
法
相
勤
可
申
儀
急
度
為
承
知
候
、
依
之
明
細
帳
先
規

之
通
為
差
出
候
得
共
、
除
地
之
儀
者
公
辺
之
御
差
配
、
当
院
之

儀
者
法
務
教
余
而
己
候
得
者
、
御
制
禁
之
儀
者
行
届
不
申
候
間
、

件
之
由
緒
帳
面
等
取
調
奉
差
上
候
、
何
卒
御
留

メ
置
被
成
下
候

得
者
、
難
有
奉
存
候
、
以
上
、東
大
寺
大
勧
進
職

弘
化
三
丙
午
年

龍
松
院
役
僧

閏
五
月
十

一
日

海
音
院

放
光
院

御
奉
行
所

書
顕
之
通
、
御
奉
行
所
江
由
緒
委
細
奉
書
上
候
、
為
後
鑑
写
之
、

此
度
聖
中
江
下
置
者
也

弘
化
三
丙
午
年

閏
五
月
十

一
日

本
山
役
所

(黒
印
)

七

一



七
二

一
派
聖
中

乍
恐
以
書
附
奉
申
上
候

、
大
和
国
中
聖
共
往
古
♂
護
持
支
配
候
三
昧
ケ
所
、
寺
号
相
唱

罷
在
候
故
、
元
禄
十

一
年
帳
面
相
調
、
當
御
番
所
様
江
奉
差

上
候
処
、
高
祖
菩
薩
御
開
基
之
外
、
古
三
昧
之
御
分
地
新
三

昧
之
儀
者
、
寺
号
奉
書
上
候
軣
共
失
念
仕
候
故
、
今
般
御
検

地
等
之
帳
面
相
調
、
委
細

二
書
記
し
奉
差
上
候
、
尤
新
三
昧

と
相
唱
候
得
共
、
近
年
下
く
二
而
勝
手

二
取
拵
候
場
所

二
而
者

無
之
、
何
レ
延
宝
元
禄
等
御
検
地
以
前
汐
有
之
候
三
昧
ケ
所

二
而
、
御
竿
除

二
被
為
成
下
候
地
面
等

二
相
違
無
御
座
候
、
且

亦
聖
共
古
三
昧
ず
致
分
派
、
永
續
仕
候
、

然
ル
処
近
年
所

二

よ
り
聖
共
中
絶
、
葬
取
営
方
等
村
方
江
相
任
候
様
成
行
候
間
、

種
く
巨
細
書
記
し
、
明
細
帳
奉
差
上
候
、

、
當
町
御
奉
行
所
江
年
頭

・
八
朔
御
禮
相
勤
候
式
井
御
禮
禄

・

着
服
等
之
儀
御
尋
二
付
左

二
奉
申
上
候
、

一
、
年
頭
八
朔
御
禮
、
正
月
八
日

・
七
月
廿
八
日
相
勤
申
候
、

一
、
御
禮
勤
方
之
儀
者
、

表
御
玄
関
南
側
ず
御
式
臺
江
罷
上
リ
、

御
廣
間
江
着
座
任
、
御
組
同
心
御
取
次
被
成
下
、
御
与
力
中

御
謁

二
相
成
申
候
、

尤
御
礼
禄
金
百
疋
奉
差
上
候
儀

二
御
座

候
、

一
、
着
服
之
儀
、
紬
綿
入
十
徳

・
葛
之
袴
着
用
、

小
脇
差

二
而
罷

出
申
候
、
但
當
時
俗
躰

二
而
罷
出
候
分
者
、

麻
上
下
着
用
、
小
脇

差

二
而
罷
出
申
候
、

一
、
前

く
汐
御
禮
罷
出
候
節
帯
刀
仕
、
僕
壱
人
召
連
、
御
玄
関
前

二
而
刀
為
相
持
、
為
扣
置
申
候
、

、
名
札
認
方
之
儀
者

當
国
中
聖
惣
代

何
郡
何
村
何
寺
誰

右
同
断

右
之
通
両
名
を
認
差
上
申
候
、

、
御
奉
行
所
御
禮
相
済
候
上
、
御
与
力
中
不
残
、
御
同
心
御
掛

リ
河
井
勝
右
衛
門
殿
、
土
井

一
二
殿
回
勤
仕
候
、

但
銀
弐
丈
目
宛
御
祝
儀
奉
差
上
候
、

猶
又
當
御
奉
行
様
御
初
入
之
節
、
御
役
所
様
♂
御
目
見
之
御

沙
汰
奉
蒙
候
故
、
壱
国
為
聖
惣
代
、
御
冥
加
金
百
疋
奉
献
覧

候
、
尤
式
禮
之
儀
者
年
頭

・
八
朔
御
祝
儀
同
断
、
大
廣
間
江

着
座
仕
候
而
舊
例
之
通
御
祝
儀
言
上
奉
申
上
候
、

右
之
通
、
御
奉
行
所
江
前
く
♂
年
頭

・
八
朔
御
禮
勤
方
相
違

無
御
座
候
、
此
段
御
聞
置
被
成
下
候
様
奉
願
上
候
、
以
上
、

國
中
聖
惣
代
吉
備
村
心
楽
寺

天
保
十
四
卯
年

理

行



閏
九
月

御
本
山
御
役
所
様

二

大
和
国
三
昧
明
細
帳

一

、

一

、

一

、

一

、

一

、

一

、

一

、

植
村
出
羽
守
殿
御
預
り
所

十
市
郡
吉
備
村
心
楽
寺
三
昧

御
赦
免
御
除
地

高
祖
菩
薩
御
開
基

火
葬
場

焼
香
場

六
地
蔵

禮

場

鳥

木

墓

門

梁
行
弐
間
桁
行
四
間

梁
行
三
間
桁
行
四
間

梁
行
四
尺
桁
行
弐
間

梁
行
丈
間
桁
行
弐
間

弐
本
有

梁
行
八
尺
桁
行
弐
間

新
木
村
万
福
寺
弥
兵
衛

下
市
村
称
念
寺
藤
兵
衛

粟
殿
村
極
楽
寺
庄

吉

但
し
西
向

向
同
断

南
向
南
向

西
向

新
出

の

『
三
昧
聖
由
緒
書
』

『
大
和
国
三
昧
明
細
帳

』
に

つ
い
て

一

、

一

、

一

、

一

、

一

、

一

、

一

、

一

、

　
　
　

埋

墓

道
♂
西

二
弐
ケ
所
有

吉
備
大
臣
石
塔

有

猪
掛
地
蔵

有

石
仏
観
世
音

〃

開
山
行
基
菩
薩
石
塔

有

来
迎
仏
釈
迦
如
来

是
石
佛
也

当
三
昧
心
楽
寺
ト
申
者
、

多
恐
も
人
皇

四
十

一
代
清
見
ヶ
原

の
都
御
宇
持
統
天
王
御
貴
詔

二
依
而
、

天
子
始
て
火
葬
し
玉

ふ
、
又
後
年
吉
備
大
臣
の
望

二
依
而
、

御
葬
場
弐
尺

二
六
尺

の
土
を
分
移
し
て
、

高
祖
行
基
菩
薩
坪
数
を
以
三
ッ
形
ヲ
四

尺
五
寸

二
八
尺
の
穴
を
開
キ
玉
ふ
刻
、

諸
人
滅
罪
生
善
之
た

め
に
地
蔵
井
大
日
如
来
之
像
を
自
作
し
玉
ふ
、
今
現

二
聖
屋

敷
之
内

二
有
之
候
、
後
代
其
地
蔵
卉
を
模
作
し
、
千
躰
の
地

蔵
彫
刻
し
、
阿
波
空
山
満
願
寺
ト
申
候
、
但
し
開
基
之
列
者

右
之
通
リ
ニ
候
得
者
、
大
和
国
第

三
番
ノ
墓
ト
申
伝

ル
也
、

三
昧
除
地

東
西
七
拾
五
間

南
北
四
十
六
間

坪
数

合
弐
千
八
百
三
拾
坪

墓

郷

吉
備
村

池
尻
村

膳
夫
村

出
合
村

法
花
寺

村

石
原
田
村

西
ノ
宮
村

大
福
村

出
垣
内

村

新
堂
村

戒
重
村

岸
ノ
上
村

横
内
村

島
井
村

七
三



一

、

一
、

一

、

一

、

一

、
一

、

一

、

以
上

拾
八
ケ
村

聖

理

行

圃

藤
兵
衛

㊥

喜
三
郎

㊥

長
兵
衛

㊥

外
二

〆

三
軒

赤
井
五
郎
作
殿
御
知
行
所

十
市
郡
南
浦
村
明
安
寺
三
昧

御
赦
免
御
除
地

高
祖
菩
薩
御
自
作

火
葬
場

弐
間
四
間

南
向

六
地
蔵

四
尺
弐
尺

向
同
断

鳥

木

弐
本
有

禮

場

丈
間
二
弐
間

南
向

三
昧
除
地
面

三
拾
五
間
弐
尺
四
方

聖
屋
舗

弐
拾
間
弐
尺
四
方

墓

郷

南
浦
村

香
久
山
村

南
山
村

奥
山
村

北
山

村

木
ノ
本
村

下
八
釣
村

高
殿
村

別
所
村

上
飛
騨
村

〆
拾
ケ
村聖

佐
兵
衛

㊥

一

、

七
四

平
野
兵
庫
之
助
殿
御
知
行
所

十
市
郡
飯
高
村
雲
分
寺
三
昧

御
赦
免
御
除
地

高
祖
菩
薩
御
開
基

源
兵
衛

㊥

庄

七

㊥

〆

外
二
壱
軒

一
、
火
葬
場

梁
行
弐
間
桁
行
四
間

南
向

一
、
焼
香
場

弐
間
四
方

一
、
諷
経
場

梁
八
尺
桁
六
間

南
向

一
、
礼

堂

梁
丈
間
桁
弐
間

北
向

一
、
鳥

木

弐
本
有

一
、
墓

寺

梁
弐
間
半
桁
四
間
半

南
向

三
昧
地
面

東
西
弐
拾
八
間
半

南
北
十
九
間

聖
屋
舗

東
西
廿
九
間
南
北
十
七
間

墓

郷

一
、
飯
高
村

小
槻
村

大
柿
村

矢
橋
村

多

村

豊
田
村

矢
部
村

満
田
村

〆
八
ケ
村

聖

助

七

茂
兵
衛



〆

庄
九
良

清
水
様
御
領
分

十
市
郡
葛
本
村
念
仏
寺
三
昧

一
、
御
赦
免
御
除
地

開
山
行
基
菩
薩
御
自
作

一
、
火
葬
場

梁
弐
間
桁
四
間

但
し
西
向

一
、
焼
香
場

三
間
四
方

西
向

一
、
鳥

木

弐
本
有

一
、
六
地
蔵
堂

壱
間

二
弐
間

南
向

一
、
行
基
堂

梁
弐
間
桁
五
間

東
向

一
、
禮

場

行
基
堂
内

二
有
之

三
昧
地
面

千
八
百
拾
五
坪

此
内
弐
百
八
拾
坪
者
寺
屋
敷

二

御
座
候

墓

郷

一
、
葛
本
村

中

村

竹
田
村

常
盤
村

木
原
村

新
賀
村

上
品
寺
村

新
之
口
村

新
堂
村

味
間
村

十
市
村

太
田
市
村

多

村

山
之

坊
村

〆
拾
四
ケ
村

新
出

の

『
三
昧
聖
由
緒
書
』

『
大
和
国
三
昧
明
細
帳
』

に
つ
い
て

聖

宇
兵
衛
㊥

忠
次
郎
㊥

平
兵
衛
㊥

忠
三
郎
㊥

平
次
良
㊥

要

介
國

庄
兵
衛
㊥

塑
暫

宗
兵
衛
㊥

武
兵
衛
㊥

忠
兵
衛
㊥

植
村
出
羽
守
殿
御
領
分

高
市
郡
橘
村
極
楽
寺
三
昧

一
、
御
赦
免
御
除
地

高
祖
菩
薩
御
開
基

一
、
焼

穴

壱
ケ
所

石
仏

一
、
釈
迦
如
来
堂

三
尺
四
方

一
、
六
地
蔵

三
尺

二
丈
間

一
、
鳥

木

弐
本

一
、
禮

場

三
昧
除
地
面

弐
拾
三
間
弐
尺
五
寸
四
方

聖

ジ
ン
ボ
ウ
殿

正

順

河
原
村

二
有
之
候

植
村
出
羽
守
殿
御
領
分

七
五



高
市
郡
立
部
村
三
昧

一
、
御
赦
免
御
除
地

右
者
橘
村
極
楽
寺
三
昧

高
祖
菩
薩
御
開
基

平
田
鞠

三
昧
聖

三
昧
除
地
面

東
西
南
夫

拾
六
間

紅
帯
順

同
御
領
分
同
郡
上
居
村
三
昧

仕
候

一
、
三
昧
除
地
面

五
拾
五
間

四
方

右
同
断
兼
帯
仕
候

植
村
出
羽
守
殿
御
領
分

高
市
郡
南
八
木
村
真
国
寺

三
昧

一
、
御
赦
免
御
除
地

高
祖
菩
薩
御
開
基

一
、
焼

穴

壱
ケ
所

同

堂

弐
間
四
間

一
、
六
地
蔵

一
、
礼

場

石
仏

一
、
阿
弥
陀
堂

四
尺
四
方

一
、
鳥

木

弐
本

三
昧
除
地
面

坪
数
合

六
百
六
拾
坪
也

墓

郷

七
六

一
、
南
八
木
村

北
八
木
村

醍
醐
村

〆
三
ケ
村

聖

喜
兵
衛

植
村
出
羽
守
殿
御
領

分

高
市
郡
南
平
田
村

一
心
寺

三
昧

一
、
御
赦
免
御
除
地

聖
藤
七

㊥

高
祖
苙
、薩
御
開
基

利
八

㊥

一
、
焼

穴

壱
ケ
所

一
、
六
地
蔵

壱
間

二
弐
間

西
向

一
、
釈
迦
堂

半
間
四
方

一
、
禮

場

壱
間

二
弐
間

一
、
三
昧
除
地
面

拾
四
間
四
方

聖

墓

郷

一
、
平
田
村

御
薗
村

越

村

上
平
田
村

檜
前
村

粟
原
村
右
三
ヶ
村
通
イ
場

二
御
座
候

和
田
兵
庫
之
助
殿
御
知
行
所

高
市
郡
曽
我
村
長
楽
寺
三
昧

一
、
御
赦
免
御
除
地

高
祖
菩
薩
御
開
基



一
、
火
葬
場

弐
間

二
四
間

但
し
南
向

一
、
引
導
場

丈
間
四
方

南
向

一
、
六
地
蔵

有

一
、
礼

場

丈
間
四
方

一
、
鳥

木

弐
本
有

三
昧
地
面

弐
拾
五
間
五
尺
四
方

墓

郷

一
、
曽
我
村

曲
川
村

雲
橋
村

忌
部
村

妙
法
寺
村
〆
五
ケ
村

聖清
兵
衛

茂

八

外
二三
軒
有

植
村
出
羽
守
殿
御
領
分

高
市
郡
市
之
尾
村
上
品
寺

三
昧

一
、
御
赦
免
御
除
地

高
祖
菩
薩
御
開
基

一
、
火
葬
場

弐
間
四
方

北
向

一
、
引
導
場

丈
間
八
尺

向
同
断

一
、
六
地
蔵

四
尺
八
尺

東
向

一
、
鳥

木

弐
本

新
出

の

『
三
昧
聖
由
緒
書
』

『
大
和
国
三
昧
明
細
帳
』
に
つ
い
て

一
、
禮

場

壱
間

二
弐
間

西
向

三
昧
除
地
面

四
拾
六
間
半
四
方

墓

郷

一
、
石
ケ
峰
村

市
尾
村

高
井
村

藤
井
村

田
井

ノ
庄
村

兵
庫
村

峰
守
村

曽
和
村

矢
田
村

羽
田
村

松
山
村

吉
備
村

木
辻
村

薩
摩
村

聖

〆
拾

四
ケ
村

小
八
良

㊥

植
村
出
羽
守
殿
御
領
分

高
市
郡
丹
生
谷
村
明
楽
寺

三
昧

一
、
御
赦
免
御
除
地

高
祖
菩
薩
御
開
基

一
、
焼

穴

壱
ケ
所

一
、
六
地
蔵

有

一
、
礼

場

三
昧
地
面

三
拾
間
四
方

聖
屋
鋪

八
間
四
方

墓

郷

一
、
丹
生
谷
村

今
住
村

〆
弐
ケ
村

右
今
住
村

ハ七七

聖

庄

八

㊥



通
イ
ニ御
座
候

植
村
出
羽
守
殿
御
預
り
所

高
市
郡
吉
井
村
西
福
寺

三
昧

一
、
御
赦
免
御
除
地

高
祖
菩
薩
御
開
基

一
、
焼

穴

壱
ケ
所

一
、
迎
地
蔵

有

一
、
焼
香
堂

〃

一
、
六
地
蔵

〃

一
、
禮

場

〃

三
昧
地
面

東
西
南
北

拾
五
間
四
方

墓

郷

一
、
西
坊
城
村

東
坊
城
村

万
田
坊
城
村

古
川
坊
城
村

置
田
坊
城
村

秋
吉
坊
城
村

出

村

伊
場
坊
城
村

勝
目
村

奥
田
村

吉
井
村
〆
拾
壱
ヶ
村

聖

甚
兵
衛

聖
屋
敷
壱
軒

年
貢
地

二
御
座
候

七
八

植
村
出
羽
守
殿
御
預

リ
所

高
市
郡
常
門
村
西
方
寺

三
昧

、
御
赦
免
御
除
地

高
祖
菩
薩
御
開
基

一
、
火
葬
場

梁
弐
間
桁
四
間

西
向

一
、
阿
弥
陀
堂

東
西
三
間
南
北
弐
間
半

南
向

一
、
六
地
蔵

半
間

二
弐
間

向
同
断

一
、
禮

場

壱
間

二
弐
間

南
向

一
、
鳥

木

弐
本

有

三
昧
除
地
面

東
西
壱
丁
南
北
壱

丁
半

墓

郷

一
、
常
門
村

川
西
村

北
越
知

村

萩
原
村

根
成
柿
村

箸
喰
村

舟
付

山
村

〆
七
ケ
村

但
し
根
成
柿
村

右

村
者
河
西
村
汐

兼
帯
仕
候

聖

忠

六

㊥

万
治
郎

㊥

〆

植
村
出
羽
守
殿
御
領
分

高
市
郡
見
瀬
村
善
導
寺

三
吐
外



一
、
御
赦
免
御
除
地

開
山
行
基
菩
薩
御
自
作
也

一
、
火
葬
場

弐
間

二
四
間

東
向

一
、
六
地
蔵

壱
間

二
丈
間

東
向

一
、
礼

場

丈
間

二
弐
間

西
向

来
迎
仏

一
、
釈
迦
如
来

有

三
昧
地
面

西
廿
九
間
南
北
五
拾
三
間

入

口
北

一
、
鳥

木

弐
本

有

墓

郷

一
、
見
瀬
村

大
軽
村

石
川
村

鳥
屋
村

五
条
野
村

久
米
村

〆
六
ケ
村

聖

庄
兵
衛

㊥

〆

平
群
郡
久
保
田
村
安
土
寺

三
昧

一
、
御
赦
免
御
除
地

高
祖
菩
薩
御
自
作

一
、
火
葬
場

弐
間

二
四
間

南
向

一
、
六
地
蔵

弐
間

二
壱
間

南
向

一
、
礼

場

弐
間
四
方

北
向

一
、
観
音
堂

有

寺

壱
ケ
所

有

新
出
の
『三
昧
聖
由
緒
書
』

『大
和
国
三
昧
明
細
帳
』
に
つ
い
て

三
昧
地
面

坪
数
三
千
八
百
八
拾
六
坪

尤
聖
屋
敷
三
軒
者

御
年
貢
地
二

御
座
候

墓

郷

一
、
久
保
田
村

吐
田
村

西
下
永
村

岡
崎
村

西
安
堵
村

東
安
堵
村

西
椎
木
村

〆
七
ケ
村

聖
弥
四
郎

㊥

小
兵
衛

㊥

久
兵
衛

㊥

平
兵
衛

㊥

五
兵
衛

㊥

伝
次
郎

圃

小
四
郎

㊥

儀
三
郎

㊥

〆
外
二拾
軒
有

多
武
峰
寺
御
知
行
所

広
瀬
郡
広
瀬
村
極
楽
寺

三
昧

一
、
御
赦
免
御
除
地

開
山
行
基
菩
薩
御
自
作
也

七
九



一
、
火
葬
場

弐
間
四
間

南
向

一
、
諷
経
場

丈
間

一二
二
間

西
向

一
、
六
地
蔵

八
尺
三
間

南
向

一
、
引
導
場

丈
間

一二
二
間

南
向

一
、
鐘
楼
堂

丈
間
四
方

西
向

一
、
礼

場

丈
間
三
間

北
向

一
、
行
基
堂

弐
間
半

二
四
間
半

南
向

三
昧
除
地
面

東
西
六
拾
三
間
南
北
五
拾
間

墓

郷

一
、
廣
瀬
村

金
剛
寺
村

古
寺
村

富
本
村

大
場
村

出
屋
鋪
村

〆
六
ケ
村

聖
助

七

㊥

助
次
郎

㊥

外
二
四
軒
有

松
平
甲
斐
守
殿
御
領
分

広
瀬
郡
赤
部
村
極
楽
寺

三
昧

一
、
御
赦
免
御
除
地

開
山
行
基
菩
薩
御
実
作

一
、
火
葬
場

弐
間
四
方

南
向

一
、
六
地
蔵

半
間

二
壱
間
半

南
向

三
昧
地
面

東
西
六
拾
壱
間
南
北
四
拾
弐
間

八
〇

坪
数
合
弐
千
五
百
六
十
弐
坪

墓

郷

聖

一
、
赤
部
村

大
垣
内
村

意
仲

疋
相
村

笠

村

〆
嘉
右
衛
門

斎
音
寺
村

〆
五
ケ
村

松
平
甲
斐
守
殿
御
領
分

弐
下
郡
八
尾
村
常
国
寺

三
昧

一
、
御
赦
免
御
除
地

高
祖
行
基
菩
薩
御
開
基

一

火
葬
場

弐
間
四
間

東
向

石
仏

一
、
地
蔵
尊

有

一
、
六
地
蔵

五
尺

二
弐
間

南
向

一
、
禮

場

八
尺
弐
間

西
向

一
、
鳥

木

弐
本

一
、
三
昧
除
地
面

三
拾
間
七
尺
弐
寸

四
方

墓

郷

一
、
八
尾
村

新
町
村

田
原
本
村

保
津
村

宮
古
村

鍵

村

法
貴
寺
村

小
坂
村

〆
八
ケ
村

聖

治
兵
衛

㊥

伊
兵
衛

㊥



玄

東

㊥

弥

助

㊥

弥
兵
衛

㊥

〆
外
二弐
軒
有

松
平
甲
斐
守
殿
御
領
分

弐
下
郡
岩
見
村
明
見
寺

(三
昧
脱
力
)

一
、
御
赦
免
御
除
地

高
祖
菩
薩
御
開
基

一
、
燒
　

穴

士管
ケ
所

一
、
六
地
蔵

有

一
、
禮

場

有

一
、
焼
香
仏
地
蔵

〃

一
、
三
昧
除
地
面

弐
拾
九
間
弐
尺
弐
寸
四
方

墓

郷

一
ギ
岩
見
村

今
里
村

〆
弐
ケ
村

聖

重
治
郎

㊥

鈴
木
長
之
助
殿
御
知
行
所

式
下
郡
八
田
村
西
蓮
寺

三
昧

穴

御
赦
免
御
除
地

新
出

の

『
三
昧
聖
由
緒
書
』

『
大
和
国
三
昧
明
細
帳
』

に
つ
い
て

高
祖
菩
薩
御
開
基

二

焼

穴

壱
ケ
所

一
、
蓮
花
石

有

一
、
地
蔵
堂

梁
行
四
尺
桁
行
五
尺

一
、
六
地
蔵

弐
尺
五
尺

一
、
禮

場

一
、
鳥

木

弐
本

三
昧
地
面

拾
七
間
六
尺
弐
寸
四
方

墓

郷

一
、
八
田
村

備
前
村

〆
(弐
)
壱
ケ
村

此
墓
所
通
イ
場

二
御
座
候

聖

喜
兵
衛

㊥

聖
屋
敷
壱
軒

年
貢
地
二
住
居
候

松
平
甲
斐
守
殿
御
領
分

式
下
郡
平
田
村
鏡
安
寺

三
昧

一
、
御
赦
免
御
除
地

高
祖
菩
薩
御
開
基

一
、
火
葬
場

弐
間
四
間

東
向

穴

六
地
蔵

壱
間
弐
間

北
向

八

一



一
、
礼

場

丈
問
.二
弐
問

西
向

一
、
行
基
堂

壱
間
四
方

東
向

一
、
鳥

木

弐
本

有

三
昧
地
面
之
内

行
基
堂
弐
間
三
二
間

南
向
二
而
有
之
候

一
、
三
昧
除
地
面

坪
数
合
三
百
三
拾
弐
坪

墓

郷

一
、
平
田
村

大
木
村

為
川
村

蔵
堂
村

森
屋
村

大
安
寺
村

伊
豫
村

上
下
井
上
村

坂
手
村

見
延
村

〆
拾
ケ
村

聖

甚
兵
衛

㊥

善
兵
衛

㊥

市
兵
衛

㊥

甚
次
郎

㊥

〆
外
二六
軒
有

織
田
丹
後
守
御
領
分

式
上
郡
岩
田
村
十
念
寺

三
昧

一
、
御
赦
免
御
除
地

高
祖
菩
薩
御
開
基

一
、
火
葬
場

弐
間

二
四
方

南
向

八
二

一
、
六
地
蔵

四
尺
二
弐
問

一
、
鳥

木

弐
本

一
、
三
昧
地
面

坪
数
四
百
十
坪

墓

郷

聖

一
、
岩
田
村

箸
中
村

茂

助

備
前
村

穴
師
村

惣

七

羽
津
理
村

メ
五
ケ
村

〆

清
水
様
御
領
分

式
上
郡
慈
恩
寺
村
西
生
寺

三
昧

一
、
御
赦
免
御
除
地

高
祖
菩
薩
御
開
基

一
、
焼

穴

壱
ケ
所

一
、
六
地
蔵

有

三
昧
地
面

坪
数
壱
千
九
百
拾
坪
余

龍
谷
村
長
者
墓
外
寄
墓是
両
預
通
イ
也

黒
崎
村
墓
壱
ケ
所同
通
イ
ニ
御

座
候

墓

郷

聖

一
、
慈
恩
寺

脇
本
村

源

蔵

黒
崎
村

龍
谷
村



〆

四
ケ
村

清
水
様
御
領
分

式
上
郡
西
粟
殿
村
極
楽
寺

(三
昧
脱
力
)

一
、
御
赦
免
御
除
地

行
基
菩
薩
御
自
作
也

一
、
火
葬
場

弐
間
四
間

東
向

一
、
六
地
蔵

半
間

二
壱
間
半

東
向

一
、
行
基
堂

丈
間

二
壱
間

東
向

一
、
禮

場

丈
間
二
弐
間

西
向

一
、
門

有
之

門
外

二
神
主
礼
場
拾
坪
斗
有

三
昧
除
地
面

坪
数
拾
六
坪
弐
歩

墓

郷

一
、
平
等
寺
村

粟
殿
村

上
ノ
庄
村

大
泉
村

茅
原
村

馬
場
村

高
宮
村

河
合
村

三
輪
村

金
屋
村

薬
師
堂
村

メ
拾
壱
ケ
村

聖
庄

吉

㊥

庄
三
郎

㊥

植
村
出
羽
守
殿
御
領
り
所

式
上
郡
初
瀬
村
西
方
寺

三
昧

新
出

の

『
三
昧
聖
由
緒
書

』

『
大
和
国
三
昧
明
細
帳
』
に

つ
い
て

一
、
御
赦
免
御
除
地

高
祖
菩
薩
御
自
作

一
、
火
葬
場

弐
問

二
四
間

一
、
六
地
蔵

弐
ケ
所
有

一
、
礼

場

丈
間

二
弐
間

三
昧
地
面

坪
数
合
千
百
五
拾

六
坪

墓

郷

聖

一
、
長
谷
村

初
瀬
村

伊
兵
衛

㊥

白
髪
村

〆
三
ケ
村

源
兵
衛

㊥

〆

織
田
大
和
守
殿
御
領
分

式
上
郡
滝
之
倉
村

西
方
寺

三
昧

一
、
御
赦
免
御
除
地

高
祖
菩
薩
御
自
作

一
、
焼

穴

壱
ケ
所

一
、
六
地
蔵

有

一
、
焼
香
地
蔵

有

聖

一
、
禮

場

〃

良

玄

三
昧
除
地
面

坪
数
合
千
五
拾
坪

也

墓

郷

一
、
滝
倉
村

小
夫
村

修
理
江

田
村

芹
井
村

三
谷
村

島

村

メ
六
ケ
村八

三



織

田
大
和
守
殿
御
領
分

式
上
郡
白
木
村
宗
楽
寺

三
昧

一
、
御
赦
免
御
除
地

高
祖
菩
薩
御
自
作

一
、
焼

穴

壱
ケ
所

一
、
六
地
蔵

有

一
、
迎
地
蔵

三
昧
地
面

坪
数
千
三
百
五
坪

墓

郷

一
、
中
白
木
村

北
白
木
村

聖

メ
弐
ケ
村

喜
兵
衛

㊥

織
田
大
和
守
殿
御
領
分

式
上
郡
北
別
所
村
浄
念
寺

三
昧

一
、
御
赦
免
御
除
地

開
山
行
基
菩
薩
御
自
作

一
、
焼

穴

壱
ケ
所

一
、
六
地
蔵

有

一
、
行
基
菩
薩
石
塔

有

一
、
鳥

木

弐
本

〃

一
、
无
所
堂

骨
堂

跡
有

一
、
鐘
楼
堂

有

八
四

三
昧
御
除
地
之
内
称
念
寺
ト
申

墓
寺

壱

ケ
寺
有

一
、
三
昧
除
地
面

壱
丁
八
反
九
畝
拾
歩

坪
数
合
五
千
六
百

七
拾
三
坪

墓

郷

一
、
釜
ノ
ロ
村

長
岡
村

下
長
岡
村

柳
本
村

南
別
所
村

山
田
村

渋
谷
村

辻

村

太
田
村

草
川
村

メ
拾
ケ
村
聖
平
兵
衛

㊥

聖
長
兵
衛

㊥

利
兵
衛

㊥

弥
三
郎

㊥

外
二

市
三
良

㊥

弐
軒
有

半
治
良

㊥

植
村
出
羽
守
殿
御
預

り
所

式
下
郡
遠
田
村

一
、
新

墓

壱
ケ
所

聖
北
別
所
汐

兼
帯
仕
候

墓

郷

一
、
遠
田
村

海
知
村

武
蔵
村

檜
垣
村

メ
四
ケ
村



柳
生
但
馬
守
殿
御
領
分

山
邊
郡
庵
治
村
常
念
寺

三
昧

一
、
御
赦
免
御
除
地

高
祖
菩
薩
御
自
作

一
、
火
葬
場

三
間

二
弐
間

南
向

一
、
禮

場

丈
間
弐
間

向
同
断

一
、
鳥

木

弐
本

有

三
昧
地
面

拾

五
間
四
方

墓

郷

聖
庄
三
郎

團

一
、
庵
治
村

東
下
長
村

加
幡
村

小
島
村

メ
四
ケ
村

織
田
丹
後
守
殿
御
領
分

山
邊
郡
匂
田
村
願
光
寺

三
昧

一
、
御
赦
免
御
除
地

高
祖
菩
薩
御
開
基

一
、
火
葬
場

弐
間

二
四
間

東
向

一
、
礼

場

丈
間

二
弐
間
半

西
向

一
、
六
地
蔵

四
尺
二
弐
間

西
向

一
、
鳥

木

弐
本

有

一
、
阿
弥
陀
堂

丈
間
四
方

一
、
杖
立
地
蔵

丈
間

二
壱
間

新
出

の

『
三
昧
聖
由
緒
書
』

『
大
和
国
三
昧
明
細
帳
』

に
つ
い
て

三
昧
入
ロ
ニ
法
見
塔
有
之
候

一
、
白
墓
寺
三
昧
者
匂
田
村
附
也

右
之
墓
地
之
内
善
福
寺
ト
申
墓
寺
有

一
、
三
昧
除
地
面

東
西
八
十
八
間
南
北
六
拾
間

墓

郷

一
、
匂
田
村

丹
波
市
村

井
戸
堂
村

音
木
村

西
九
條
村

都
歳
村

川
原
城
村

福
知
堂
村

田
井
庄
村

永
原
村

森
目
堂
村

三
島
村

庄
屋
敷
村

豊
井
村

豊
田
村

田

村

〆
拾
六
ケ
村

聖

角
兵
衛

圃

平
兵
衛

㊥

重

介

㊥

惣
兵
衛

㊥

伊
三
郎

圃

善

治

㊥

五
兵
衛

㊥

武
兵
衛

㊥

金
兵
衛

㊥

佐
治
郎

㊥

清

助

㊥

〆
外
二、五
軒
有

八
五



織
田
丹
後
守
殿
御
領
分

山
邊
郡
山

口
村
白
墓
寺

三
昧

一
、
御
赦
免
御
除
地

高
祖
菩
薩
御
自
作

一
、
火
葬
場

弐
問

二
四
間

一
、
六
地
蔵

丈
間

二
一二
尺

西
向

一
、
禮

場

丈
間

二
弐
間

西
向

一
、
鳥

木

弐
本

有

一
、
阿
弥
陀
堂

三
間
四
方

南
向

三
昧
地
面

坪
数
合
弐
千
百
坪

墓

郷

一
、
山
口
村

内
山
村

桃
尾
村

坂
口
村

針
尾
村

薗
原
村

木
堂
村

布
留
村

〆
八
ケ
村

匂
田
村

聖

善

勧

㊥

織
田
大
和
守
殿
御
領
分

山
邊
郡
中
山
村
法
生
寺

三
昧

一
、
御
赦
免
御
除
地

高
祖
菩
薩
御
自
作
也

一
、
火
葬
場

弐
間

二
四
間

西
向

八
六

一
、
鳥

木

弐
本

一
、
禮

場

丈
間

二
弐
間

東
向

一
、
六
地
蔵

四
尺
弐
間

西
向

石
仏
地
蔵

一
、
地
蔵
堂

壱
間
四
方

西
向

三
昧
地
面

八
拾
三
間
五
尺
四
方

尤
聖
屋
鋪
年
貢
地
二

御
座
候

長
栖
村
墓
所
此
坪
数
弐
百
拾
坪

是
通
イ
ニ
也

墓

郷

一
、
中
山
村

成
願
寺
村

萱
生
村

新
象
村

三
味
田
村

兵
庫
村

佐
保
庄
村

長
栖
村

竹
之
内
村

峯
田
村

メ
拾
ケ
村

聖

佐
市
良

㊥

又
次
良

㊥

佐

七

㊥

平

介

㊥

〆
外
二
四
軒
有

永
井
播
磨
守
殿
御
領
分

忍
海
郡
平
岡
村
正
念

寺

一二
昧



一
、
御
赦
免
御
除
地

高
祖
菩
薩
御
自
作

一
、
火
葬
場

弐
間

二
四
間

南
向

一
、
六
地
蔵

四
間

一二
二
間

東
向

石
仏

一
、
地
蔵
尊

有

一
、
禮

場

丈
間

二
弐
間

東
向

一
、
鳥

木

弐
本

一
、
観
音
堂

有

但
し
南
向

三
昧
除
地
面

東
西
五
十
間
四
方

墓

郷

一
、
平
岡
村

忍
海
村

西
辻
村

花
内
村

北
花
内
村

脇
田
村

林
堂
村

山
田
村

藤
井
村

馬
場
村

梅
室
村

桑
海
村

笛
吹
村

庄
堂
寺
村

古
寺
村

山

口
村

〆
拾
六
ヶ
村

聖

徳
兵
衛

㊥

善
三
郎

㊥

源
四
郎

㊥

〆
外
二拾
五
軒
有

小
田
又
七
郎
殿
御
代
官
所

葛
上
郡
東
膳
村
国
安
寺

三
昧

一
、
御
赦
免
御
除
地

新
出

の

『
三
昧
聖
由
緒
書
』

『
大
和
国
三
昧
明
細
帳
』
に

つ
い
て

高
祖
菩
薩
御
開
基

一
、
焼

穴

壱
ケ
所

一
、
迎
地
蔵

一
、
禮

場

三
昧
除
地
面

三
拾
弐
間
七
尺
弐
寸
四
方

尤
聖
屋
敷
六
畝
有

右
者
二
屋
敷
也

墓

郷

聖
藤
兵
衛

㊥

一
、
奉
膳
村

古
瀬
村

飯
際
村

今
木
村

薬
水
村

戸
毛
村

〆
五
ケ
村

桑
山
九
兵
衛
殿
御
知
行
所

葛
上
郡
柏
原
村
浄
安
寺

三
昧

植
村
出
羽
守
殿
御
領
分

一
、
御
赦
免
御
除
地

高
祖
菩
薩
御
自
作
也

一
、
焼

穴

壱
ケ
所

一
、
六
地
蔵

聖

一
、
禮

場

惣
兵
衛

㊥

三
昧
地
面

壱
丁
四
方

墓

郷

八
七



一
、
柏
原
村

出
屋
鋪
村

原
谷
村

丸
山
村

車
木
村

〆
五
ケ
村

小
田
又
七
郎
殿
御
代
官
所

葛
上
郡
極
楽
寺
村
極
楽
寺

三
昧

一
、
御
赦
免
御
除
地

高
祖
菩
薩
御
自
作
也

一
、
火
葬
場

弐
間

二
四
間

東
向
但
し
表
開
戸

裏
引
戸

一
、
引
導
仏

三
尊
阿
弥
陀
檜
仏

有

一
、
焼
香
堂

梁
行
壱
間
桁
行
弐
間

本
尊
石
仏

一
、
地
蔵
尊

有

一
、
六
讓

弐
ケ
所
南
北
穿

梁
顛

尺

一
、
礼

場

梁
行
三
尺
桁
行
壱
丈
三
尺

三
昧
地
面

坪
数
弐
千
弐
百
六
拾
六
坪

此
内

二
御
廟
所
、
石
塔
場
、
聖
屋
敷

念
仏
院

極
楽
寺

八
幡
宮

屋
鋪
共
有
之
候

墓

郷

一
、
南

口
村

井
戸
村

極
楽
寺
村

佐
田
村

大
井
田
村

関
屋
村

小
窪
村

増

村

小
殿
村

持
田
村

僧
戸
村

鳥
井
戸
村

八
八

西
持
田
村

林

村

朝
妻
村

五
百
家
村

西
北
窪
村

高
天
村

舟
路
村

伏
見
村

名
栖
村

下
ノ
茶
屋
村

〆
弐
拾
弐
ケ
村

三
昧
聖要
次
郎

㊥

喜
兵
衛

㊥

孫

七

㊥

庄
八
郎

㊥

平
兵
衛

㊥

浅
右
衛
門
㊥

〆
外
二四
軒

松
平
甲
斐
守
殿
御
領
分

葛
下
郡
下
田
村
往
生
寺

三
昧

一
、
御
赦
免
御
除
地

聖

開
山
行
基
菩
薩
御
自
作

吉

助

一
、
焼

穴

壱
ケ
所

一
、
六
地
蔵
六
観
音
堂

半
間

三
二
間
南
向

地
蔵
尊

一
、
焼
香
仏

有

三
昧
地
面

東
西
十
四
間
南
北
拾

六
間

坪
数
弐
百
廿
四
坪

聖
屋
鋪

拾
四
間
四
方



坪
数
合
百
九
十
六
坪

又
七
間
四
方

四
拾
九
坪

墓

郷

合
メ
弐
百
四
拾
五
坪

一
、
下
田
村

メ小
田
又
七
郎
殿
御
代
官
所

葛
下
郡
猶
原
村
明
堂
寺

三
昧

一
、
御
赦
免
御
除
地

開
山
行
基
菩
薩
御
自
作
也

一
、
火
葬
場

弐
間

二
四
間

南
向
開
戸

一
、
礼

場

丈
間

二
弐
間

東
向

一
、
北
六
地
蔵
堂

丈
間
半
間

南
向

一
、
南
同

堂

同
断

一
、
来
迎
佛
阿
弥
陀
如
来

有

一
、
三
昧
地
面

東
西
南
北
弐
拾
間
四
方

又
行
基
田
地
坪
数
七
百
六
拾
五
坪

墓

郷

一
、
猶
原
村

森
脇
村

宮
堂
村

豊
田
村

三
室
村

〆
五
ケ
村

聖
新
兵
衛

㊥

藤

七

㊥

新
出

の

『
三
昧
聖
由
緒
書
』

『
大
和
国
三
昧
明
細
帳

』
に
つ
い
て

源
兵
衛

㊥

太

助

弥

介

又

七

〆
外
二三
軒
有

植
村
出
羽
守
殿
御
預
り
所

葛
下
郡
高
田
村
西
蓮
寺

三
昧

一
、
御
赦
免
御
除
地

高
祖
行
基
菩
薩
御
実
作

一
、
火
葬
場

四
間
弐
間

南
向

一
、
鳥

木

弐
本

有

一
、
六
地
蔵

西
向

一
、
禮

場

丈
間

二
四
間
半

東
向

一
、
引
導
場

四
間

三
二
間
半

南
向

三
昧
除
地
面

東
西
譯

姻
難

罌

肘

匕
拾
三
間
半

南
ゴ
.十
八
間
壱
尺
弐
寸

墓

郷

一
、
神
楽
村

出
屋
敷
村

八
十
村

大
中
村

高
田
村

メ
五
ケ
村

聖
長
兵
衛

八
九



長
三
郎

〆

鳥
居
丹
波
守
殿
御
領
分

葛
下
郡
池
田
村
長
願
寺

一
・
御
赦
免
御
除
地

三
昧

高
祖
菩
薩
御
自
作

一
、
焼

穴

壱
ケ
所

一
、
六
地
蔵

四
尺
二
弐
間

西
向

　
　
ぬ
　

一
、
来
迎
仏

有

但
し
南
向

一
、
礼

場

壱
間

二
弐
間

西
向

三
昧
除
地
面

東
西
南
北
拾
九
間
四
方

墓

郷

一
、
領
家
村

池
田
村

大
谷
村

岡
崎
村

金
生
寺
村

〆
五
ケ
村

聖

弥
兵
衛

㊥

佐

平

㊥

徳
治
郎

㊥

〆
外
二三
軒

植
村
出
羽
守
殿
御
領
所

高
市
郡
小
泉
堂
村
御
領
地
三
昧

一
、
墓
地
境
内

繭
酖
佛
弐
醐

部
方
山

九
〇

一
、
火
葬
場

弐
間
四
間

接
迎
寺

一
、
焼
香
場

三
間
四
方

一
、
禮

場

弐
間
三
間

一
、
六
地
蔵

四
尺
丈
間

一
、
華

表

弐
ケ
所

一
、
墓

郷

小
泉
堂
村

四
保
村

新
町

五
位
村

寺
田
村

慈
明
寺
村

今
井
西

右
七
ケ
村
支
配

聖
基

流

弥
兵
衛

葛
下
郡
当
麻
村

二
上

山

雲

分
寺

三
昧

一
、
御
赦
免
御
除
地

開
山
高
祖
菩
薩
御
自
作

一
、
焼

穴

火
葬
場

弐
間
四
間

南
向

一
、
鳥

木

弐
本

一
、
礼

場

丈
間

二
弐
間

西
向

一
、
無
常
堂

三
間

二
四
間

東
向

一
、
万
才
殿
墓
印法
塔
有

一
、
行
基
宝
塔

有

一
、
六
地
蔵

有



↓
、
中
将
姫

宝
塔
有

一
、
三
昧
除
地
面

弐
拾
九
間
四
方

聖
屋
鋪

四
拾
壱
間
四
方

一
、
埋

墓

弐
拾
四
間
四
方

墓

郷

一
、
当
麻
村

染
井
村

新
在
家
村

竹
之
内
村

今
在
家
村

大
橋
村

中

村

鎌
田
村

野

口
村

勝
根
村

西
田
井
村

〆
拾
壱
ケ
村

聖
庄

八

㊥

角
兵
衛

㊥

八
兵
衛

㊥

外
二四
軒
有

松
平
甲
斐
守
殿
御
領
分

葛
下
郡
磯
之
村
常
楽
寺

三
昧

一
、
御
赦
免
御
除
地

高
祖
行
基
菩
薩
御
開
基

一
、
焼

穴

壱
ケ
所

一
、
六
地
蔵

有
之

一
、
焼
香
堂

壱
間
四
方

一
、
三
昧
地
面

弐
拾
間
四
方

新
出

の

『
三
昧
聖
由
緒
書
』

『
大
和
国
三
昧
明
細
帳
』

に
つ
い
て

尤
聖
屋
敷
年
貢
地

二

御
座
候

聖
清

七

葛
下
郡
寺
口
村
常
願
寺

三
昧

一
、
御
赦
免
御
除
地

開
山
高
祖
菩
薩
御
開
穴

一
、
六
地
蔵

八
尺

二
弐
間

東
向

一
、
焼

穴

一
ケ
所

一
、
礼

場

壱
所

一
、
三
昧
除
地
面

東
西
拾
五
間
南
北

六
拾
間

墓

郷

一
、
寺
口
村

新
庄
村

中
東
村

大
屋
村

メ
四
ケ
村
大
畑

西
室

弁

之
庄

右
三
ヶ
村
通
イ
也

聖
甚

六

㊥

又
五
郎

㊥

助
次
郎

㊥

与
次
郎

㊥

〆
外
二拾
八
軒
有

九

一



小
田
又
七
郎
殿
御
代
官
所

吉
野
郡
上
市
村
本
清
寺

三
昧

一
、
御
赦
免
御
除
地
甥

鸚

間
三
尺

開
山
行
基
菩
薩
御
自
作
也

一
、
焼

穴

壱
ヶ
所

一
、
六
地
蔵

有

一
、
禮

場

"

聖
久

助

一
、
迎
地
蔵

〃

外
.四
軒
有

三
昧
除
地
面
講

講

四
尺
弐
寸

墓

郷

一
、
上
市
村

飯
貝
村

丹
治
村

増

口
村

〆
四
ケ
村

中
之
坊
左
近
殿
御
知
行
所

吉
野
郡
志
賀
村
本
清
寺

三
昧

一
、
御
赦
免
御
除
地

開
山
行
基
菩
薩
御
自
作

一
、
墓
地
面

弐
畝
四
歩

一
、
焼

穴

壱

ケ
所

一
、
六
地
蔵

有

一
、
礼

場

〃

九
二

一
、
迎
地
蔵

南
向

一
、
峰
寺
御
除
地
面

壱
反
三
畝
五
歩

墓

郷

一
、
峰
寺
村

志
賀
村

さ
Σ
ら
村

平
尾
村

山
口
村

か
わ
ら
や
村

立
野
村

〆
七
ケ
村

聖
宇
兵
衛

〆

舟
越
左
衛
門
殿
御
知
行
所

宇
智
郡
源
山
村
西
方
寺

三
昧

一
、
御
下
除
地

開
山
行
基
菩
薩
御
開
基

一
、
焼

穴

壱
ケ
所

一
、
六
地
蔵

有

一
、
禮

場

有

一
、

三
昧
地
面

弐
拾
間
四
方

墓

郷

聖
平
兵
衛

一
、
源
山
村

丹
原
村

清
左
衛
門

産
沢
村

メ

メ
三
ケ
村

小
田
又
太
節
殿
御
代
官
所



宇
智
郡
須
恵
村
水
無
寺

三
昧

一
、
御
赦
免
御
除
地

開
山
行
基
菩
薩
御
自
作

一
、
火
葬
場

弐
間

一二
二
間

南
向

一
、
六
地
蔵

丈
間

二
四
尺

東
向

辻
く
二
地
蔵
尊
有
之

一
、
三
昧
除
地
面

東
西
拾
五
間
南
北
十
弐
間

墓

郷

聖

一
、
須
恵
村

五
条
村

喜
兵
衛

〆
弐
ケ
村

儀
兵
衛

小
田
又
太
郎
殿
御
代
官
所

宇
智
郡
釜
久
保
村

尾
崎
寺
三
昧

一
、
御
赦
免
御
除
地

開
山
行
基
菩
薩
御
自
作

一
、
焼
〃

穴

士宿
ケ
所

一
、
六
地
蔵

有
之

三
昧
除
地
面

東
西
五
間
南
北
拾
三
問

聖
西
釜
久
保
村

与
三
郎

源
兵
衛
預

〆

新
出

の

『
三
昧
聖
由
緒
書

』

『
大
和
国
三
昧
明
細
帳
』
に

つ
い
て

舟
越
駿
河
守
殿
御
知
行
所

宇
智
郡
霊
安
寺
村
西
正
寺

三
昧

一
、
御
赦
免
御
除
地

開
山
高
祖
菩
薩
御
自
作

一
、
焼

穴

壱

ケ
所

一
、
六
地
蔵

東
向

一
、
禮

場

有

一
、
善
導
寺
ト
申
寺
壱
ケ
所

有

右
寺
下

二
池
有

一
、
辻
地
蔵

有

三
昧
地
面
瀰
〃
棘
齬

辭

間
中
汐
北
へ
塗
帽
間

次
ノ
廻
リ
拾
五
間
十
九
間

次
ノ
廻
リ
四
十
八
間
〆
三
方
廻
リ
也

内
六
拾
間
指
渡
し

墓

郷

一
、
霊
安
寺
村

牧

村

野
原
村

〆
三
ケ
村

聖
佐

七

左

助

〆

九
三




